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京随一のパワースポット鞍馬山を科学する 一人をある思い込みに導く試み
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1.はじめに

鞍馬山は京随一の“パワースポット"と称され、それによるこ不Ij益に期待を抱く参詣人も多川“パワース

ポット"については、インターネット上の多くのサイトから、圏内国外に限らず、その名称の由来ヰ場所、

さらにはその起源にさかのぼるさまざまな考えを知る事が出来る。本論では、鞍馬寺周辺環境に地質判~/

湖サ化学的な考察を行った。それを基に、“パワースポット"は、『高エネルギーのγ線により人体に生成さ

れた電子対の朝降、の影響がその発祥ではない叫との仮定が可能であるかを議論した。

2. 地質環境

鞍馬山は、京都の北部、1/5∞∞地時図「京都東北部」に位置し、鴨川|縁の岩倉での標高 102皿から貴船山

の標高 716田に分布する高低差の激しい地域にある山の一つであるo 鞍馬寺は鞍馬山の南東斜面に拠、杉の木

立に固まれた広大な仏域をもっロこの地域は、オ寸寸ほか (1998) により地質調葺庁(現産業技術総合研努新

地質調査総合センター)から1/5∞00地質図幅が公表されている(図1)。鞍馬山周辺は、ジュラ紀に増積し

た放散虫遺骸を多数含むチャート・硝猪・泥岩や緑色火山岩を中心とする丹波帯の地層が分布する。地層に

は、鞍馬山の北方において 103Maの黒雲母 K-Ar湖サ年代を持つ花背石英閃緑岩を始めとして、小規模な石英

閃緑岩が多数貫入する(蔚台ほか、 1995) 。
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図 1 鞍馬寺周辺の地質。

オ吋すほか (1998) による 5万分の 1 地質図幅 『京都東北部地域の地質』地質概略図の一部に加筆

3. 放射線測定とその結果

蹴す線測定は、 2013 年 2 月 17 日の午後に行った。天候は曇りで、一部にはそれ以前に降った雪が所々に残

っていた。しかし、その雪は図 2でも分かるように、地表のごく一部を覆っているのみで、測競吉果に影響

を及ぼす程で、はなかった。崩す線測定には、アロカ社製 PDR-I0l ポッケット線量計を用い、測定場所の風去

とその場での線量率表示を同一の写真画面に映し込み。記録とした。

鞍馬山の山門を入り、本殿に向かう長い参道の途中での測競吉果を図 2a に示す。ここに示されている値

0.058μSv/h には、 30同程度の繰り返し測定誤差が含まれている。この線量率は、堆積岩の分布する地域に

a b c 
図 2: 鞍馬寺各所における搬す線量の測定結呆 a 山円から本殿に至る参道の途中 0.058μSv/h。

b 地形が険しくなり、石英閃緑岩(鞍馬石)を運び来て石垣を作ったあたり 0.082μSv/h。

c パワースポットマークのある本殿直下 O. 165μSv/h。

い判もの測定値も 20~30%の繰り返し測定誤差を含む。
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おけるごく一般的な値である。たとえば、名古屋大学キャンパス内は場所により様々な線量を示すが、自然

の値を代表する山の上グランドでの空間線量率は 0.04"'0.07μSv/h (富山ほか、 2013) で、鞍罵山参道での

線量率と同量である。本殿に近づくにつれ、山の傾斜が険しくなり、石積みの箇所が多くなる。石英閃緑岩

(鞍塙石)の石垣がある場所(周囲は中生層)も 0.082μSv/h とさほど高川直ではない(図 2b) 。

際立って高いのは、鞍馬寺本殿にあるパワースポットマークに至る直前である(図 2c)。場所によっては

0.2μSv/h を越える所もある。愛知教育大学や名古屋大学キャンパスの空間線量率で 0.2μSv/h を越える所

は見られない(水野ほか， 2012、富山ほか， 2013) 

ここで注意しなければならない事がある。単に線量率の高さのみをパワースポットに関連づけるのなら、

2011 年 3 月に起こった東京電力福島第一原子力発電芳の事故により飛散した搬す性物質による汚染線量は、

多くの場所で 0.2μSv/h を遥かに越える。両地域で、の違いは何か。自然界での湖す線スペクトルと、発電所

事故による搬す線スペクトノレを比較して図 3 に示した。

図 3: 福島県二本松での搬す線スペクトル(左 2011 年 6 月 5 日測定)と名古屋大学理学部共用館

(位号館)西の林の中における槻撤スペクトル(右)。いすれも、キャンベラ社 InSpector'こ 3X3

インチNaI 検出器を装着して 600 秒測怠糊由が対数スケールで、あることに注意。

原子力発電折事故による蹴村生物質の飛散を被った二本松における γ線の大部分は、図 3左図に示すよう

に、 l:J.tS からの 605keV と 796keV および、 137CS からの 662keV であるが、一般の環境を代表する名古屋大学

内では句からの 1461keV とトリウムから鉛に壊変する聞の娘核種別Tlに由来する 2614 keVが目立つ。この

両地域のγ線の聞にはどのような違いがあるのだろうか? γ線が物質に入射した場合におこる物質との相

互作用を図4 に示す。

γ線(光子)が物質に入射すると様々な相互作用をおこす。その多くは図4に示すように，光子が原子と

衝突して運動の方向を変えたり(トムソン散乱、図 4b) ，原子が光子を吸収し核外電子を追い出したり(光

電効果、図4c) ，軌道電子を原子からはじき出し，長波長の光子に変化する(コンプトン効果、図4d) 相互

作用である。いずれの場合にも“もの"自体に変化は生じなし九ところが、1. 022MeV より大きなエネルギー

を持つγ線(光子)が物質に入射した場合には、原子核近傍の強い電場の影響で陰電子と陽電子の一対を作

って入射光子が消滅する現象(電子対生成)がおこる。光子が消滅し、新しい物質(電子)があらたに生成

されるのである(図4e) 。
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図 4:γ線(光子)が物質中を進むときに物質との聞に起こすプ相互作用の種類主(宮崎・飯田， 2006 による

図 1-12 の一部)

(c) 

(e) 

このためにはγ線(Jé子)は，陰電子と陽電子の合計質量に相当する 1.022MeV 以上のエネルギーを持って

いなければならない。作られた陽電子はやがて周囲の陰電子と衝突し消滅する。そのとき 511keV の光子 (γ

線)が 2個発生し、正反対の方向に湖すされる。このエネルギー511keV は、電子 1個の質量と等価である。

容易に計測する事が出来るので、質量とエネルギーの等価性を説明する耕オとしてよく使われる(図 5) 。
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図 5: 花闘岩 lkg を名古屋大学アイソトーフ。センターのゲルマニウム半導体検出器を装着した搬す線測定

装置で 24 時間測定した搬す線スペクトノレ。スペクトルの内容は、図 3右とほぼ同じはずだが、検出器

の分解能が高いので、様々な波長の搬す線を区別して見る事が出来る。 511keV の γ線( ↓ )も観察

される。

4∞o 3000 2∞o 1000 
100 

0 

I~S と 137CS からのγ線の大半は、電子対生成をしないエネルギーの低いγ線で、ある。では、図 5 に見ら

れる句や214Bi や吋1 からの γ線はなぜ鞍馬寺本殿付近に多いのだろうか? 21乍i と zærl は自然界のウラン

内)とトリウム門h) が鉛内Pb と2æpb) に槻様変する途中に生ずる娘関重である。したがって 21乍i

と zærl が多い事は、天然にウランやトリウムなどが多い事を意味する。
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鞍馬山地域の地質模式断面図を図 6 に示す。鞍馬寺の周辺は丹波帯中生層からなり、北方には図 1 に示さ

れている花背石英閃緑岩が貫入している.図 1 には示されないが、鞍馬山周辺には、花背石英閃緑岩を始め

として、小規模な石英閃縁岩体が多数貫入している。鞍馬寺本殿の直下には、地表で、露出に至っていない石

英閃縁岩のマグマが貫入してはいまいれ冷えて固まりつつあるマグ、マの頂部には、一般的にマグマに残り

やすく、造岩鉱物に入りにくい元素が濃集する。ウランやトリウムを含むマグマが、潜頭鉱床を形成してい

る可能性もある。名古屋大学年代測定総合研究センター機関研究員の佐藤桂博士によれば，広島県三原

市にある臨済宗悌通剖R総本山悌通寺裏には，モナズ石や褐簾石をふくむぺグマタイト脈が相生し、 82.8士

2.0Ma の CHIME 年代を持つ (Sato ほか， 2014)。鉱体での湖搬は，自然十数の40倍に遣する箇所も相生す

る(清島， 1958)。臨済宗における禅の膜想と槻す線の関係も興味深い。

鞍民山
毒事鳥寺牟In

図 6: 鞍馬寺周辺の南北地質模式断面図(図の右が北方，左が南方)。

全体は丹波帯中生層に広く覆われ、北方には花背石英閃緑岩を始めとして、小規模な石英閃緑岩が

多数貫入している。鞍馬寺本;殿直下には地表に達しないマグマが貫入しているのではないだろうか。

ウランやトリウムが鉛にまで放射壊変する聞に、気体の娘核種ラドンが作られる。呼吸によりラドンが体

内に取り込まれると、体内被曝をもたらす。鞍馬寺周辺は、外気に聞かれている。地面から漏出し，風に運

ばれるラドンの濃度にはゆらぎの波があろう。それが、頭脳に作用する“気"なのではあるまいか。同様な

ラドンによる被曝のより多い所に、ヨーロッパの石造りの地下室ヰ瑚榔が知られている。花闘岩の多いスコ

ットランドの室内ラドンは揺らぎに乏しく、心を浸し込む“霊"となっているのではなかろうか。それが文

学作品においても、鞍馬天狗の動的な“気"とマクベスや嵐が正の静的な“霊"の違いとなっているのかも

知れない。

4. まとめと補足

京都随一の“パワースポット"と称される鞍馬寺周辺の環境放射線を測定し、地質学的/放射化学的な考

察を行い、“パワースポット"は、『高エネルギーのγ線により人体内に生成された電子対の頭脳への影響が

その発祥ではなし功ミ』との仮定のもとさまざまな可能性を述べた。

しかし、この仮定を支持しないであろうデータについての記述をあえてしなかった。何がもっともらしく

述べられ、何が述べられていないのだろうか? 平成 27 年度前期基礎セミナーA では、パワースポットとい

うやや世俗的な事象を扱った本文を批判的に読み、述べられなかった情報を暴きだす!受講生にその力を持

ってほしいと願う。本文はその授業のためのモデ、ル資料で、ある。
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和文要旨

明確な物理化学論理キ署名な学説に裏付けられた鞘見は、信頼されがちである。ある企図された結論に誘

うために、その論旨に都合の良い記述を引用し、対立する不部合な記述の引用をさける論説もある。この報

告は、読者を「京随一の鞍馬山のパワースポットは、高エネルギーのγ線が朝尚中に電子対を生成する事に

よる現象である」との結論に誘う事を試みた。この報告の中で、合成写真や虚偽の図版は、使われていなし九

しかし、結論に不都合ないくつ方的情報にも費財Lられていないロ

不都合な事柄はなんだろうかワこの報告文は、名古屋大学基礎セミナ-A において、それを探す究めの練習

資料でもある。




